











































　『はじめてのかり』（My First Hunting Trip、福音館書店、1996年）は、オ









































































































らいちばんのりょうし　アイパナナ』（How Did The Boy Become A Great 


















































































































































































































































































① 1948年、『せきたんやの　くまさん』（Teddy Bear Coalman、石井 桃子
訳、福音館書店、1979年） 




③ 1981年、『ゆうびんやの　くまさん』（Teddy Bear Postman、間崎 ルリ
子訳、福音館書店、1987年）
④ 1983年、『うえきやの　くまさん』（Teddy Bear Gardener、間崎 ルリ子
訳、福音館書店、1987年）






































































































































































































































































































アンのおはなし』（The Great Moose-Skinned Drum――A Canadian Indian Folk 
Tale、秋野和子再話、秋野亥左牟画、福音館書店、1986年）にも、同じよ
うなことが書かれている。ここでは、ストーリーは省略するが、ムースとい
う大鹿がとれなくなり、それが長期化したために、村びとたちは食べるもの
がなくなり、大変な事態に陥る。そこで、村びと全員が、ムースの皮ででき
た大だいこを打ちながら祈り続け、ついにムースを捕らえ、村人たちは生き
延びることができるのである。
　このときの狩猟は、チーム作業で行われている。そして、いい肉は、男性
の成人がいなくて、狩りに出られなかった家族に与え、残りをその他の家族
に平等に分配している。さらに、死んだムースの命に感謝し、その魂に祈り
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をささげている。
　さて、これに対して、農業はどうであろうか。『にぐるま　ひいて』では、
子どもも働かなければならない、経済的にきびしい環境にあり、家族全員が
勤勉に各自の仕事に取り組んでいる。秋になって、父親はそれまでに収穫し、
手で作ったものを、すべて荷車にのせて、町まで運んでいく。そして、町の
市場でそのすべてを売りつくし、ここで一年分の経済的報酬を得ている。こ
のときの父親の思いは、どのようなものであったろうか。
　父親は、この一年分の報酬のなかから、日々の生活に必要な鍋と、もの
づくりに必要な生産手段となる道具（刺繍針とナイフ）、そして、家族の一
年間の仕事に対する報酬として、ハッカのキャンディを購入している。家族
への「純粋なおみやげ」はこれだけである。残るお金は、おそらく、これか
らの一年間に必要な支出にあてられることになる。
　しかし、これだけの報酬でも、家族は決して不幸せにはみえない。静か
で安定した生活と仕事を享受し、それを継続している。そして、家族による
協働の姿は、美しくみえる。
　これに対して、トラクターを使う、20世紀のスモールさんは、どうであろ
うか。ひとりで多忙な仕事ぶりであるが、たんたんと仕事をこなしている。
そして、「おひさま」とともにの生活を送っている。行う仕事の内容は多様
であり、慣れてしまえばむずかしくないが、多種の仕事を遂行している。し
たがって、それは少数の単純労働の反復といったものではなく、意外にやり
がいのあるものと思われる。しかも、自分ひとりで行っているので、なにを
するにしても、自由裁量性があり、仕事における満足感は高いと推測される。
　もうひとつは、経済的な報酬であるが、収集トラックが牛乳カンを取りに
きているので、おそらく、バターやチーズなどの製造業者との関係があり、
そこから定期的に売上を獲得していることがわかる。また、とれたての野菜
や果物を道路わきの店舗で直売している。動物のエサやりには、金銭的な
支出が求められ、畑の耕作や牧場の維持管理にも、コストは当然かかって
いる。
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　スモールさんの絵本では、農場での具体的な作業内容がほとんどであっ
て、経済的な報酬をイメージさせるものは、いま述べたものだけである。そ
の点、くまさんシリーズはちがっている。公共サービスに従事する『ゆうび
んやの　くまさん』をのぞくと、仕事の一部として、商品やサービスを顧客
に提供しており、その見返りに、お金を受領している。つまり、くまさんの
場合、日々の仕事のなかで、経済的な報酬として、売上を確実に獲得して
いる。
　この経済的な報酬を得るために、くまさんは、地域に住む、個々の顧客
からの信用を大切にしている。個人営業で、地域に密着して活動している
くまさんにとって、顧客の信用こそが、仕事をするうえでの前提なのである。
ただし、この場合の地域の意味は、狩猟における村びとたちの「共同体」
とは、ちがったものになっている。
　ところで、第２次世界大戦後まもない時期に公刊された『せきたんやの
　くまさん』を別にすれば、そのほかのくまさんシリーズには、貧しい感じ
はない。狩猟の２冊や、『にぐるま　ひいて』において、物質的な豊かさが
感じられないのに対して、1980年以降のくまさんシリーズは、物質的には
恵まれた状況になっていることがわかる。
（３） 仕事の遂行における少人数ベース
　今回とりあげた仕事は、いずれも、ひとりまたは少人数ベースで行われて
いる。企業でいうならば、少数の人間による「スモール・ビジネス」という
べきものである。
　『にぐるま　ひいて』は、家族４名の協働であり、これが最大である。また、
『はじめての　かり』は、父親と叔父の２名によって狩りが計画され、実行
されている。そして、くまさんシリーズでは、シリーズの他のものがひとり
であるのと異なり、『ぼくじょうの　くまさん』は、くまさんと家政婦の２
名で仕事が行われている。
73
齊藤　絵本にみる「仕事とはどのようなものか」
　このほかは、すべて基本的にひとりであり、しかも、『はじめての　かり』
をのぞけば、非常に限定された地域のなかで仕事を行っている。したがって、
生活する場で仕事を行い、生産する場は、ほぼそれと重なり合い一致して
いるか、若干広くなっている。その点でいえば、『はじめての　かり』は、
両者がかなり離れている。要するに、多くは地域に密着した仕事の遂行な
のである。
　さて、現代の仕事は組織化されたり、法人化されており、仕事は、全体
の一部を担うかたちで遂行されることが、一般的になっている。今回対象と
した絵本のように、組織化されずに、少人数で仕事が遂行されている場合
もあるが、そのなかでも、組織の構造をつくり、そこに、比較的多数の人員
を配置している。
　そして、多くの人間は雇用されて働いている。それに対して、絵本にみら
れる少人数の世界では、独立・自営が求められている。それは、みずから
がみずからを雇い、自立的に生きていく姿を提示している。今回の、いずれ
の絵本における仕事ぶりが、それを明らかにしている。
６．おわりに
　絵本において、仕事が、どのようにとり扱われているかをみてきた。今回
が第一歩となる調査研究であることを考慮して、無理に結論を導くことはし
ない。あせったり、あわてることはないであろう。むしろ、つぎのステップ
として、どのような絵本を選びだし、それをどのように読みこむかに専念し
たいと思っている。仕事論をめぐる絵本との格闘は、始まったばかりである。
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